
● 取材した祭りとアートは、名のあるものではない。 

   高名なプロデューサーやキュレーターによって企画運営されるものとは異なっている。 

   普通に生活している近隣の人たちが集まり、あるいは地域に入り込んだ人たちが知恵を

出し合って盛り上げている運動体である。 

   来場者数を競ったり、売り上げを競ったりするものでもない。 

   有名性という仕掛けによるのではなく、むしろアマチュアリズムに徹している。 

   その精神は身の丈。 

   ゆえに誰でもが参加でき、そして互いに学びながら、育てあう共同制作なのだ。 

 

● 祭りの日、普段の街が一変した。同じ街なのだが祭りの装い（場の改装）によってわくわく

してくる。 

   装いは、しめ縄や飾り、屋台など。倉に保管されていた神輿や山車が晴れ晴れと並べら

れる。 

   それらはアートといってもいいものであった。 

   幼いころ親しんだ、あのお絵描きと歌うたいの自由時間が戻って来る。 

 

● 祭りとアートは、日常生活に効用をすぐにもたらすものではないと言われている。 

   しかし、祭りとアートの体験は何ものかをもたらしてくれる。 

   私たちの日常の暮らしを写しだし、日常生活の中で劣化していく生きる力を与えてくれる。 

   それは、リハビリテーションなのではないか。 

研究発表３ 「コミュニティに果たすアートとまつりの役割」 



事例①：住宅地に中に生み出された“キャンプのような”まつり-----くさっぱらまつり（大田区久我原）----  



空地をどうしようか？という人 

 ↓ 

居住者の意見を聞いた行政があった 

 ↓ 

責任を持って運営していこうという人々 

 ↓ 

誰に向けて？ 

 ↓ 

近隣、考え方の似ている仲間へ向けてメディアでアピール 

（くさっぱら、ひろっぱ、はらっぱという心の風景の共有） 

 ↓ 

運営会議、お掃除を楽しむ、暮らし方の意見交換 

 ↓ 

くさっぱら公園の活動が活発になる 

 ↓ 

くさっぱらまつり 

 ↓ 

サポーターの輪の広がり 

       （地区の古老の話を聞こう、地元の商店の特技を見つけ出そう） 

事例①：住宅地に中に生み出された“キャンプのような”まつり-----くさっぱらまつり（大田区久我原）----  

街のリハビリセンターの役割 



事例②：心を開いていくアートワークショップ-----ハーモニー展、フェースオブワンダー、さんわーくかぐや-----  



“集まれる場づくり” 

 ↓ 

家から出て来てもらうことが実現 

 ↓ 

当時者の仲間ができる 

 ↓ 

一日の暮らしを（朝礼、共同食事、日誌付け）共有する。 

家事（掃除、畑仕事、アート、ワークショップなど生産活動）を含めた共同生活 

 ↓ 

アートの発表・展示・販売（自分にもできることがある。自分に気づく） 

 ↓ 

ワークショップのためのストック（場所＋材料＋工具＋時間） 

事例②：心を開いていくアートワークショップ-----ハーモニー展、フェースオブワンダー、さんわーくかぐや-----  

日常生活のリハビリセンター 



●事例③：くらしをアシストするアートフェスティバル---伊豆高原アートフェスティバル（静岡県・伊東市）---  



●事例③：くらしをアシストするアートフェスティバル---伊豆高原アートフェスティバル（静岡県・伊東市）---  

半島暮らし（都会とは異なる自然と親しむ暮らしを見直す） 
 ↓ 

その暮らしを共有し、育てていくために考え出されたアートフェスティバル 

          （自主運営、自主企画の精神＋アマチュアリズム） 

 ↓ 
これもリハビリである 

 ↓ 
ゆえに、参加費を払って（自己負担）参加するフェスティバル 

 ↓ 

このことが責任感（来場者へのもてなしなど）と盛り上がり（自慢できるアートフルな暮らし） 

 ↓ 

リピーターが多いのはこのアートフルな暮らしに触れられるから。 

それは、美術館の空間ではあり得ないこと。 



●事例④：建物のコンバージョンがアートを変え、街を変える--黄金町バザール（神奈川県横浜市）--- 



●事例④：建物のコンバージョンがアートを変え、街を変える--黄金町バザール（神奈川県横浜市）--- 

まちづくり協議会＋行政＋警察によるバイバイ作戦 

 ↓ 

街の中に生み出された空き家 

 ↓ 

行政が買い取り→エリア・マネージメントセンターへ貸し出し 

 ↓ 

エリア・マネージメントセンター主導の建物の改装 

 ↓ 

周りの人たちの関心ごとになる 

 ↓ 

黄金町バザールの誕生 

 ↓ 

アーティストへの貸し出し 

 ↓ 

バザール期間以外の利用展開 



◆土壌づくり（“場”づくり）  
 
◆種まき（自主企画、自主運営）  
 
◆水撒き、草取り、土壌改良（人のストック＋素材のストック）  
 
◆実がなりだす（臨機応変な対応、ワークショップ）  
 
◆収穫、収穫祭（他者へのアピール、アート展、祭り）  
 
◆次期へ向けての種とり、土壌改良（次へ向けてのストック作業）  

◎場を耕作し、手入れを加えていく“耕作型”（culture）のあり方。 


